
に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

オ
ーバ
ーツ
ー
リ
ズム

政
策
の
流
れ
と

最
新
の
動
向

ア
ムス
テ
ル
ダム
市
の

「
バランス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に

3
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

3

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
燃
と
観
光
介
入

3
．バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

観
光
条
例
の
制
定
と

デ
ー
タ
の
整
備

2
．都
市
の
成
長
と
過
密

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
と
住
民
の
疎
外
感

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

オ
ーバ
ーツ
ー
リ
ズム

政
策
の
流
れ
と

最
新
の
動
向

ア
ムス
テ
ル
ダム
市
の

「
バランス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に

3
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

3

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
燃
と
観
光
介
入

3
．バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

観
光
条
例
の
制
定
と

デ
ー
タ
の
整
備

2
．都
市
の
成
長
と
過
密

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
と
住
民
の
疎
外
感

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 1 アムステルダム市のバランスの取れた観光条例の概要とポイント

図 2 シナリオに基づく年間宿泊数の予測の例（2022-2024）

図 3 観光による圧力と観光に関連する生活の質に基づいた観光収容力モデル

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

観光収容力
「生活の質を（大幅に）損なうことなく、近隣地区が耐えられる観光の圧力」

観光に関連する生活の質観光による圧力
（観光供給量・利用量）

…アトラクションの数
　（映画館,博物館,劇場,音楽会場,公園等）
…宿泊施設の収容人数〔絶対数〕
…住民1,000人当たりのAirbnbリスティング数
…平方キロメートルあたりの
　その他の観光供給
　（土産物店、チーズ店、栽培店、
　アイスクリームパーラー等）
…住民1,000人当たりのコーヒーショップの数
　（大麻を販売する喫茶）
…歩行スペースがほとんどない歩道の割合
　※混雑関連
…外国の支払いカードを使用した
　PINトランザクションの数

…危険認識指数
…社会的一体性 ※近隣からの疎外
…民泊の観光客による迷惑行為
…汚染による迷惑行為
…路上での泥酔者による迷惑行為
…近隣住民による迷惑行為
…小売商品の多様性
   (毎日の買い物に必要な
　店の範囲の評価)

1

2
3
4

5

6

7

1
2
3
4
5
6
7

＜観光収容力の構成―パラメーターと指標＞

＜アムステルダム市内の観光収容力の状態＞

＜観光による圧力（観光供給量・利用量）と観光に関連する生活の質＞

出典：アムステルダム市O&S（2022）：Bezoekersprognose 2022-2024より作成

出典：Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam houdende regels omtrent 
toerisme(Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成
https://lokaleregelgeving.overheid.nl/CVDR660686/1

出典：アムステルダム市（2019）：Onderzoek naar de toeristische draagkracht van wijken de invloed 
toerisme op de leefbaarheidおよびアムステルダム市O＆S （2024）：Toeristische draagkracht vanwijken in 
Amsterdam in 2023より作成

注：混雑の実際の原因は必ずしも明確に特定できるとは限らない。観光客によって引き起こされる公共空間への圧力と、
他の利用者（居住者、通勤者、学生）によって引き起こされる圧力を区別するために、観光客をそれなりにターゲットにす
る施設の供給と利用に関する客観的な観察データが用いられている。
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
0

宿泊数

● 毎年予測
● 当年・後2年分、

前年

日帰り訪問回数 観光収容力

● 毎年予測
● 当年、後2年分、

前年
調査頻度
報告内容

市議会
による
提案

市議会
による
決定

● 6か月以内に政策文書を議会に対して提案
● 3年間の予測期間内に宿泊数/
日帰り訪問回数を抑えるまたは

維持するために講じる措置について

● 修正や動議を含む最終政策文書を
 採択するかどうかについて

3か月以内に決定

● 修正や動議を含む
最終政策文書を

採択するかどうかにつ
いて3か月以内に決定

● 6か月以内に観光
収容力の保護に
関する政策文書を
議会に対して提案

● ２年に一度観測
● 観光客の受入が

逼迫している
全ての地区最終予測

暦年の値
が信号値
を超えた
場合

1つまたは
複数の地
域で観光
収容力が
逼迫して
いる場合

低
い

高
い

不良

良好

22M
×1M

20M

10M

7M

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人 当年 今後２年間

高シナリオ18M -22M
中シナリオ17M -20M
中シナリオ14M -19M

2022-2024

定義 観測・予測データに基づく行動を規定
需要予測（当年＋今後２年間）〔毎年〕
観光収容力〔２年に一度〕

宿泊数の帯域幅（上限値・下限値）の設定
帯域幅…年間 1,000万人～2,000万人
信号値…年間 1,200万人、1,800万人

対策の検討及びその採択可否判断の時限設定
報告（～６月１日）➡ 対策の検討・提案（６カ月以内） 
➡ 最終政策文書の採択可否の決定（３か月以内）

第　条…1
帯域幅 観光客の宿泊第　条…2
帯域の保証第　条…3
日帰り訪問の監督第　条…4
地区の観光能力第　条…5
観光客の収容力の確保

条例の説明
第　条…6
第　条 第　条7 8

Point1

Point2

Point3

観光収容力の段階区分

高い圧力と劣悪な生活の質 

高い圧力と低い生活の質

高い圧力と良好な生活の質 

平均的な圧力と生活の質 

低い圧力と良好な生活の質 

低い圧力と劣悪な生活の質 

ノーデータ

閑静な住宅街

他の原因
生活の質の低下

1
圧力が低く、

生活の質が良好

3
圧力が低く、

生活の質が低い

観光による圧力とバランスの
取れた生活の質

2
圧力が高く、

生活の質が良好

4
圧力が高く、

生活の質が低い

観
光
に
関
連
す
る
生
活
の
質

観光による圧力（観光供給量・利用量）

観光客の受け入れ
能力が逼迫している

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 1 アムステルダム市のバランスの取れた観光条例の概要とポイント

図 2 シナリオに基づく年間宿泊数の予測の例（2022-2024）

図 3 観光による圧力と観光に関連する生活の質に基づいた観光収容力モデル

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

観光収容力
「生活の質を（大幅に）損なうことなく、近隣地区が耐えられる観光の圧力」

観光に関連する生活の質観光による圧力
（観光供給量・利用量）

…アトラクションの数
　（映画館,博物館,劇場,音楽会場,公園等）
…宿泊施設の収容人数〔絶対数〕
…住民1,000人当たりのAirbnbリスティング数
…平方キロメートルあたりの
　その他の観光供給
　（土産物店、チーズ店、栽培店、
　アイスクリームパーラー等）
…住民1,000人当たりのコーヒーショップの数
　（大麻を販売する喫茶）
…歩行スペースがほとんどない歩道の割合
　※混雑関連
…外国の支払いカードを使用した
　PINトランザクションの数

…危険認識指数
…社会的一体性 ※近隣からの疎外
…民泊の観光客による迷惑行為
…汚染による迷惑行為
…路上での泥酔者による迷惑行為
…近隣住民による迷惑行為
…小売商品の多様性
   (毎日の買い物に必要な
　店の範囲の評価)

1

2
3
4

5

6

7

1
2
3
4
5
6
7

＜観光収容力の構成―パラメーターと指標＞

＜アムステルダム市内の観光収容力の状態＞

＜観光による圧力（観光供給量・利用量）と観光に関連する生活の質＞

出典：アムステルダム市O&S（2022）：Bezoekersprognose 2022-2024より作成

出典：Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam houdende regels omtrent 
toerisme(Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成
https://lokaleregelgeving.overheid.nl/CVDR660686/1

出典：アムステルダム市（2019）：Onderzoek naar de toeristische draagkracht van wijken de invloed 
toerisme op de leefbaarheidおよびアムステルダム市O＆S （2024）：Toeristische draagkracht vanwijken in 
Amsterdam in 2023より作成

注：混雑の実際の原因は必ずしも明確に特定できるとは限らない。観光客によって引き起こされる公共空間への圧力と、
他の利用者（居住者、通勤者、学生）によって引き起こされる圧力を区別するために、観光客をそれなりにターゲットにす
る施設の供給と利用に関する客観的な観察データが用いられている。
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
0

宿泊数

● 毎年予測
● 当年・後2年分、

前年

日帰り訪問回数 観光収容力

● 毎年予測
● 当年、後2年分、

前年
調査頻度
報告内容

市議会
による
提案

市議会
による
決定

● 6か月以内に政策文書を議会に対して提案
● 3年間の予測期間内に宿泊数/
日帰り訪問回数を抑えるまたは

維持するために講じる措置について

● 修正や動議を含む最終政策文書を
 採択するかどうかについて

3か月以内に決定

● 修正や動議を含む
最終政策文書を

採択するかどうかにつ
いて3か月以内に決定

● 6か月以内に観光
収容力の保護に
関する政策文書を
議会に対して提案

● ２年に一度観測
● 観光客の受入が

逼迫している
全ての地区最終予測

暦年の値
が信号値
を超えた
場合

1つまたは
複数の地
域で観光
収容力が
逼迫して
いる場合

低
い

高
い

不良

良好

22M
×1M

20M

10M

7M

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人 当年 今後２年間

高シナリオ18M -22M
中シナリオ17M -20M
中シナリオ14M -19M

2022-2024

定義 観測・予測データに基づく行動を規定
需要予測（当年＋今後２年間）〔毎年〕
観光収容力〔２年に一度〕

宿泊数の帯域幅（上限値・下限値）の設定
帯域幅…年間 1,000万人～2,000万人
信号値…年間 1,200万人、1,800万人

対策の検討及びその採択可否判断の時限設定
報告（～６月１日）➡ 対策の検討・提案（６カ月以内） 
➡ 最終政策文書の採択可否の決定（３か月以内）

第　条…1
帯域幅 観光客の宿泊第　条…2
帯域の保証第　条…3
日帰り訪問の監督第　条…4
地区の観光能力第　条…5
観光客の収容力の確保

条例の説明
第　条…6
第　条 第　条7 8

Point1

Point2

Point3

観光収容力の段階区分

高い圧力と劣悪な生活の質 

高い圧力と低い生活の質

高い圧力と良好な生活の質 

平均的な圧力と生活の質 

低い圧力と良好な生活の質 

低い圧力と劣悪な生活の質 

ノーデータ

閑静な住宅街

他の原因
生活の質の低下

1
圧力が低く、

生活の質が良好

3
圧力が低く、

生活の質が低い

観光による圧力とバランスの
取れた生活の質

2
圧力が高く、

生活の質が良好

4
圧力が高く、

生活の質が低い

観
光
に
関
連
す
る
生
活
の
質

観光による圧力（観光供給量・利用量）

観光客の受け入れ
能力が逼迫している

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
関
連
政
策
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
の
流
れ

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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図 4 アムステルダム市の観光関連政策とオーバーツーリズム対策（上：コロナ前、下：コロナ禍・後）
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4
‐
１・
シ
テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
2
0
0
2
〜
）

2008-
経済危機

2004
Amsterdam 
Partners 設立
I amsterdam
キャンペーン開始

2015
開始文書
「バランスの
取れた都市」

2014
ダム広場で
イベントが
重なる

2018
アムステルダム
国立美術館前の
I amsterdamの
モニュメント撤去

2019
「バランスの取
れた都市
2018-2022」
実施プログラム

2013
運河400周年イベント、
アムステルダム国立美術館リニューアルオープン
Amsterdam Marketingへ改名、３団体統合

2019
Amsterdam 
& Partnersへ
改名

2020-現在
「シティーセンター
アプローチ」表明
実施プログラム
（毎年実施）
2020
「ビジョン2025
アムステルダムの
観光経済のリデザイン」

2022
「観光経済ビジョン
2035」
観光宿泊施設、
迷惑行為・オーバー
ツーリズムに関する
政策文書

2023～
STAY AWAY
キャンペーン
How to 
Amsterdam
Renew
your view
キャンペーン

2024
「シティーセンター
アプローチ」実施
プログラム
「ビジター
エコノミー
プログラム」

2021
市議会可決
「バランスの
取れた
観光条例」

2020
住民による発案
「アムステルダムに
は選択肢がある」
住民署名・提案　

2022
「予測報告
「2022年から
2024年の
 訪問者数予測」

2024
観光税の税率
引き上げ12.5％
宿泊施設政策の
厳格化

2024年の
予測値が
信号値を超える

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3

54

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G
em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
関
連
政
策
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
の
流
れ

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G
em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
も
さ
れ
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

2015 2016 2017 2018 20202019 2021 2022
出典：アムステルダム市WEB ページHoeveel toeristen komen er naar
Amsterdam en regio, en waar verblijven zij?より作成
https://onderzoek.amsterdam.nl/interactief/toerisme-in-amsterdam

出典：参考文献38、46 をもとに
アムステルダム市WEB ページ等より情報を追加

出典：アムステルダム市（2015）：Onderzoek toeristenbelasting Amsterdamおよ
び参考文献２、アムステルダム市観光税WEB ページをもとに作成

5
．条
例
に
基
づ
く
措
置

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g
）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

5
‐
1・
宿
泊
施
設
に
対
す
る
規
制

5
‐
2・
観
光
税
の
税
率
引
き
上
げ

宿泊数 日帰り訪問回数 観光収容力
● 観光客の宿泊数を帯域幅内に収める、
または維持するために議会が講じる措置
　ⅰ.短期観光目的で貸し出されることがある
　　住宅への観光客の宿泊数を規制する可能性
　ii.観光税を活用した観光客の宿泊数の規制の可能性
　iii.観光客の宿泊数を規制するために議会が
　　講じることができるその他すべての関連措置
● 対策による予想される影響:
　ⅰ.3年間の予測期間における観光客の宿泊数
　ii.自治体の予算

● アムステルダム都市
圏（MRA） 内の日帰り旅
行と観光客の宿泊の量
に対する自治体の影響
● 交際費を活用した訪
問日数の規制の可能性
● 一日の訪問回数を規
制するために議会が講
じることができるその他
すべての関連措置

● 観光客の受け入れ能力が
圧迫されている地区の概要
● 当該地区における観光による圧力を
軽減するために議会がとる措置
● 当該地区における観光に関する生活
の質を回復するために議会がとる措置
● 以下に対する対策の予想される影響:
　ⅰ.関連する地区の
　　観光客の受け入れ能力
　ii.自治体の予算

図 5 バランスの取れた観光条例で明記されている措置

出典：アムステルダム市のバランスの取れた観光条例（Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam 
houdende regels omtrent toerisme (Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成

表 1 アムステルダム市の宿泊施設に関する政策

表 2 アムステルダム市の観光税の税率の推移

図 6 アムステルダム市及びアムステルダム都市圏の
宿泊収容力（客室数）と客室稼働率の推移

4
‐
4・
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

（
2
0
2
0
、2
0
2
2
）

20,000 -20

80,000 100

60,000 60

40,000 20

（室） （％） 「基本経済プログラム」及び「ホテル政策文書」の
中で、ピーク時の収容能力が不十分であり、市内
中心部以外にもホテルを分散させる必要がある
との言及あり

アムステルダム市とAirbnb 協定締結（世界初）

「アムステルダム・シェアリングシティ」宣言

Centrumでのホテルの新増設不許可
民泊報告義務化

民泊賃貸可能日数 年間最大60 日

民泊賃貸可能日数 年間最大30 日
参考：アムステルダム都市圏（MRA）
「ホテル開発の方法」公表

B＆B 許可制導入
Centrum内３地区で民泊禁止
他地区では許可制導入

「ホテルポリシー2021」宿泊政策厳格化
借地権制度の利用による成長抑制

観光宿泊施設に関する政策文書
参考：「アムステルダム都市圏（MRA）の
観光収容力」公表

「ホテルポリシー2024」

2007
～
2010

2014

2015

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2024

4％

5％

5.5% ※2 か年のみ

5％

エリア別
6％〔都心部：Centrum、Zuid、West en Oost〕
4％〔郊外部〕

施設種類別
6％〔民泊、B&B、短期滞在の貸別荘の場合〕

7％
参考：日帰り観光税導入一人あたり8 ユーロ
（クルーズ乗船客）
参考：オランダ全土で付加価値税（低率）6％→9％

施設種類別、二重徴収基準導入
7％＋一人1 泊あたり3 ユーロ〔ホテル、ホステル〕
7％＋一人1 泊あたり1 ユーロ〔キャンプ場〕
10％〔その他宿泊施設（B＆B、民泊等）〕

12.5%
参考：日帰り観光税一人あたり 14 ユーロへ

1973

1988

2013

2015

2018

2024

2020

2019

客室数[市] 客室稼働率[市]

客室数[都市圏] 客室稼働率[都市圏]

0 -60

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3

56

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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三 校



に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

2015 2016 2017 2018 20202019 2021 2022
出典：アムステルダム市WEB ページHoeveel toeristen komen er naar
Amsterdam en regio, en waar verblijven zij?より作成
https://onderzoek.amsterdam.nl/interactief/toerisme-in-amsterdam

出典：参考文献38、46 をもとに
アムステルダム市WEB ページ等より情報を追加

出典：アムステルダム市（2015）：Onderzoek toeristenbelasting Amsterdamおよ
び参考文献２、アムステルダム市観光税WEB ページをもとに作成

5
．条
例
に
基
づ
く
措
置

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

5
‐
1・
宿
泊
施
設
に
対
す
る
規
制

5
‐
2・
観
光
税
の
税
率
引
き
上
げ

宿泊数 日帰り訪問回数 観光収容力
● 観光客の宿泊数を帯域幅内に収める、
または維持するために議会が講じる措置
　ⅰ.短期観光目的で貸し出されることがある
　　住宅への観光客の宿泊数を規制する可能性
　ii.観光税を活用した観光客の宿泊数の規制の可能性
　iii.観光客の宿泊数を規制するために議会が
　　講じることができるその他すべての関連措置
● 対策による予想される影響:
　ⅰ.3年間の予測期間における観光客の宿泊数
　ii.自治体の予算

● アムステルダム都市
圏（MRA） 内の日帰り旅
行と観光客の宿泊の量
に対する自治体の影響
● 交際費を活用した訪
問日数の規制の可能性
● 一日の訪問回数を規
制するために議会が講
じることができるその他
すべての関連措置

● 観光客の受け入れ能力が
圧迫されている地区の概要
● 当該地区における観光による圧力を
軽減するために議会がとる措置
● 当該地区における観光に関する生活
の質を回復するために議会がとる措置
● 以下に対する対策の予想される影響:
　ⅰ.関連する地区の
　　観光客の受け入れ能力
　ii.自治体の予算

図 5 バランスの取れた観光条例で明記されている措置

出典：アムステルダム市のバランスの取れた観光条例（Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam 
houdende regels omtrent toerisme (Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成

表 1 アムステルダム市の宿泊施設に関する政策

表 2 アムステルダム市の観光税の税率の推移

図 6 アムステルダム市及びアムステルダム都市圏の
宿泊収容力（客室数）と客室稼働率の推移

4
‐
4・
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

（
2
0
2
0
、2
0
2
2
）

20,000 -20

80,000 100

60,000 60

40,000 20

（室） （％） 「基本経済プログラム」及び「ホテル政策文書」の
中で、ピーク時の収容能力が不十分であり、市内
中心部以外にもホテルを分散させる必要がある
との言及あり

アムステルダム市とAirbnb 協定締結（世界初）

「アムステルダム・シェアリングシティ」宣言

Centrumでのホテルの新増設不許可
民泊報告義務化

民泊賃貸可能日数 年間最大60 日

民泊賃貸可能日数 年間最大30 日
参考：アムステルダム都市圏（MRA）
「ホテル開発の方法」公表

B＆B 許可制導入
Centrum内３地区で民泊禁止
他地区では許可制導入

「ホテルポリシー2021」宿泊政策厳格化
借地権制度の利用による成長抑制

観光宿泊施設に関する政策文書
参考：「アムステルダム都市圏（MRA）の
観光収容力」公表

「ホテルポリシー2024」

2007
～
2010

2014

2015

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2024

4％

5％

5.5% ※2 か年のみ

5％

エリア別
6％〔都心部：Centrum、Zuid、West en Oost〕
4％〔郊外部〕

施設種類別
6％〔民泊、B&B、短期滞在の貸別荘の場合〕

7％
参考：日帰り観光税導入一人あたり8 ユーロ
（クルーズ乗船客）
参考：オランダ全土で付加価値税（低率）6％→9％

施設種類別、二重徴収基準導入
7％＋一人1 泊あたり3 ユーロ〔ホテル、ホステル〕
7％＋一人1 泊あたり1 ユーロ〔キャンプ場〕
10％〔その他宿泊施設（B＆B、民泊等）〕

12.5%
参考：日帰り観光税一人あたり 14 ユーロへ

1973

1988

2013

2015

2018

2024

2020

2019

客室数[市] 客室稼働率[市]

客室数[都市圏] 客室稼働率[都市圏]

0 -60

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 7 年間宿泊数と観光税（宿泊）の税率の関係

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。
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光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

出典：Significant APE（2023）：HET EFFECT VAN TOERISTENBELASTING  OP OVERNACHTIN-
GEN EN BELASTINGINKOMSTEN IN DE
GEMEENTE AMSTERDAM（アムステルダム市税務部署委託調査）より作成

6
．む
す
び
に
か
え
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

●
様
々
な
空
間
レ
ベ
ル
で
の
対
策

【
謝
辞
】

宿
泊
数

税率現在
10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

13.5

17.0

20.5

24.0
（百万人）

現在
2,300万人

10.0

帯
域
幅

基本シナリオ
価格弾力性
-1で設定

価格弾力性
-2.0で設定

価格弾力性
-0.5で設定

税率3倍
以上

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 7 年間宿泊数と観光税（宿泊）の税率の関係

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。
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光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
も
さ
れ
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

出典：Significant APE（2023）：HET EFFECT VAN TOERISTENBELASTING  OP OVERNACHTIN-
GEN EN BELASTINGINKOMSTEN IN DE
GEMEENTE AMSTERDAM（アムステルダム市税務部署委託調査）より作成
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　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

●
様
々
な
空
間
レ
ベ
ル
で
の
対
策

【
謝
辞
】

宿
泊
数

税率現在
10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

13.5

17.0

20.5

24.0
（百万人）

現在
2,300万人

10.0

帯
域
幅

基本シナリオ
価格弾力性
-1で設定

価格弾力性
-2.0で設定

価格弾力性
-0.5で設定

税率3倍
以上

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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